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ウクライナ侵攻以降、ロシア経済は厳しい制裁下にありながらも、軍需生産の拡大と輸入代替の

進展を背景に、2023～2024年には４％を超える成長を記録し、予想以上のパフォーマンスを示し

てきた。しかし、その一方で、民生部門の停滞や財政負担の拡大といった歪みも蓄積しつつある。と

くに2025年に入ってからは、経済の減速や増税の動きが目立ち始め、戦時型の成長モデルが転換

点を迎えつつあるようにみえる。本稿では、こうしたロシア経済の現状と課題を、軍需、財政、制裁の

３つの側面を軸に整理する。 

2022年２月のウクライナ侵攻からまもなく４年を迎える。ロシア経済は、戦争が始まった2022年に

は西側有志諸国による大規模な制裁の影響を受けてGDPがマイナスとなったものの、その後、戦争

遂行に必要な軍需品の生産への国家資金の集中的投入と、制裁によって入手困難となった製品

の輸入代替生産の強化によって、2023～2024年には４％を超える予想外の高成長を達成した

（図表１）。すなわち、この２年間のロシア経済は、軍需品や輸入代替品の製造を中心とする製造業

によって牽引されてきたと言える。この点は、従来の基幹部門であった鉱業（石油・ガス、石炭、非

鉄金属等）が2023年以降マイナスの状態が続いているのとは対照的に、製造業（とくに機械関連）

が高い増加率を記録していることにも表れている（図表２）。 
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